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2017 12月号 ● No.141 ●

息の合った踊りを披露　～第12回八峰町文化祭～
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年
）
、
佐
々
木
悠
良
（
峰
浜
小
６
年
）
、
伊

藤
聖
徠
（
峰
浜
小
３
年
）
○
佳
作
＝
赤
塚
都

（
向
能
代
小
６
年
）
、
後
藤
公
佑
（
峰
浜
小

４
年
）
、
武
田
芭
瑠
（
峰
浜
小
４
年
）
、

田
畑
帆
乃
佳
（
八
森
小
３
年
）

八
峰
町
長
賞

八
峰
町
議
会
議
長
賞

八
峰
町
教
育
長
賞

　

11
月
３
日
か
ら
３
日
間
に
わ
た
り
、
第
12

回
八
峰
町
文
化
祭
が
、
峰
栄
館
と
フ
ァ
ガ
ス
、

八
峰
町
文
化
ホ
ー
ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
文
化
祭
は
生
涯
学
習
活
動
を
行
っ
て

い
る
団
体
な
ど
が
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
披

露
す
る
機
会
と
な
っ
て
お
り
、
八
峰
町
芸
術

文
化
協
会
と
八
峰
町
公
民
館
の
主
催
で
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
峰
栄
館
と
フ
ァ
ガ
ス
で
小
中
学
生

の
絵
画
な
ど
の
ほ
か
、
生
涯
学
習
団
体
や
生

涯
学
習
講
座
の
受
講
生
に
よ
る
作
品
が
多
数

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
日
に
は
八
峰
町
文
化
ホ
ー
ル
で
芸
能
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
芸
術
文
化
協
会
会
員

の
皆
さ
ん
に
よ
る
踊
り
や
コ
ー
ラ
ス
な
ど
が

披
露
さ
れ
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
の
天
地
ひ

か
る
さ
ん
が
ト
リ
を
か
ざ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
４
回
あ
き
た
白
神
子
ど
も
の
俳

画
大
会
表
彰
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
入
賞
者

は
次
の
と
お
り
。
（
敬
称
略
）

○
八
峰
町
長
賞
＝
阿
部
蒼
大
（
峰
浜
小
６

年
）
○
八
峰
町
議
会
議
長
賞
＝
斉
藤
里
桜

（
峰
浜
小
６
年
）
○
八
峰
町
教
育
長
賞
＝
川

﨑
春
佳
（
秋
田
市
立
築
山
小
４
年
）
○
審
査

委
員
長
賞
＝
柴
田
凛
久
（
峰
浜
小
４
年
）
、

小
川
優
雅
（
峰
浜
小
４
年
）
、
米
森
永
琉

（
峰
浜
小
３
年
）
、
田
村
茉
耶
（
峰
浜
小
１

年
）
○
審
査
委
員
特
別
賞
＝
菊
地
風
花
（
八

森
小
６
年
）
、
佐
々
木
璃
空
飛
（
峰
浜
小
６

峰浜小６年　阿部蒼大峰浜小６年　斉藤里桜築山小４年　川﨑春佳

①「見上げてごらん夜の星を」などを歌いあげたコーラスうらら　②勇壮に駒踊りを披露した石川郷土

芸能保存会　③華麗に「お岩木山」を踊り上げた田代英子さん　④目をひく衣装でスコップ三味線を披

露した畑谷芸能愛好会　⑤しなやかな踊りを披露した八峰民踊サークル　⑥スペシャルゲストのシンガ

ーソングライター天地ひかるさんは優しい歌声を披露　⑦「ひょっとこ」のひょうきんな動きで会場は

笑いの渦に　⑧軽快にフォークダンスを踊ったのは２輪草のおふたり　⑨司会者の軽妙なトークで盛り

上がりました　⑩多彩な芸能発表に見とれました　⑪各会場の展示作品は力作揃い

②

③①

④

⑥ ⑦ ⑧

⑪ ⑩ ⑨

⑤

第12回八峰町文化祭開催



八峰町では｢貸したい空き家｣＆｢売りたい空き家｣
　　　　　　　　　　　　　を募集しています！

■問合せ先　八峰町企画財政課　企画係　☎76－4603

◆　空き家バンク制度の概要　◆

現　地　調　査
↓

危 険 度 判 定
↓

平 面 図 作 成
↓

登録シート作成
↓

空き家バンク登録
（ホームページ掲載）

空
　
き
　
家
　
所
　
有
　
者

空
き
家
を
探
し
て
い
る
人

八峰町
空き家
バンク①登録申込

当事者同士での契約交渉

②利用申込

③連絡調整③連絡調整

八峰町に転入された方、転入を予定されている方に、
　　　　　　　　　　下記の助成金を用意しています！

〈交付対象者〉八峰町に住民登録をしてから、１年以上八峰町に居住しているU･I
ターン者
（Uターン者の場合、５年以上町外で生活し、改めて住民登
録する必要あり）

〈申 請 期 間〉申請期間は住民登録の日から１年以上経過した後、１年以内
《厳 守》

平成29年12月１日を基準日とした場合、平成27年11月30日以
前に転入した人は住民登録から２年が経過しているため申請す
ることができません

〈返 還 規 定〉奨励金等の交付を受けた日から、５年以内に町外へ転出した場
合は、奨励金等を全額又は一部返還していただきます

定 住 奨 励 金
１．交　付　額
　　　①単身で転入した場合は　150,000円
　　　②家族で転入した場合は　300,000円

定住用住宅取得等助成金
１．対 象 物 件
　　　住民登録日の前後1年以内に購入･借用した物件
２．対 象 費 用
　　　定住用住宅として購入･借用した住宅の改修等に係る費用

・｢八峰町住宅リフォーム支援事業｣との併用はできません。
・10㎡以上の新築･増築を行う場合は｢確認申請｣が必要になります。
・家電（テレビ､洗濯機等）の購入は補助対象外となります。ただし、
配管工事等を伴う電気温水器、エアコン等については補助対象と
します。

　３．助　成　額
対象費用の１/２に相当する額、又は50万円のいずれか低い方の額（千
円未満切捨）を助成します。

※　補助金の交付を受けることができない場合もありますので、詳細は下記へ
お問合せください。

■問合せ先　八峰町企画財政課　TEL：0185－76－4603

〈バンク利用の流れ〉
①申込み用紙に必要事項（※）
を記入していただきます。
※築年数、間取り等について、
わかる範囲で記入していた
だきます。
②利用希望者から申込みがあ
れば、所有者の方にお知ら
せします。
③所有者と利用希望者で交渉
をしていただきます。
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　八峰町では、定住対策の一環として、U・Iターンや田舎暮らしを希望さ
れる方々へ、町内の空き家（賃貸･売却が可能な物件）を紹介していま
す。
 『空き家の管理が大変なので、誰かに貸したい･･･』などの要望がありましたら、
お気軽にご相談ください。

　資産運用と管理
・空き家を貸し出し、家賃収入を得ることで、固定資産税の支出などに充
てることができます。

・人が住まなくなると、家はあっという間に老朽化が進みます。資産の維
持のためにも、“入居者に管理してもらう”という気持ちで貸し出して
はいかがでしょうか。

　地　域　貢　献
・地域内に空き家が多くなると、防犯･防災上の問題や、集落の景観問題な
どが心配されます。人が移り住むことで、これらの問題の対策につなが
ります。

・八峰町の人口は年々減少しています。空き家バンクを活用して、町外か
ら定住希望者が移り住んでくることで、地域の活性化が見込めます。
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町
で
は
、12
月
か
ら
３
月
ま
で
の
４
ヶ
月
間
、

皆
さ
ん
の
生
活
道
路
を
確
保
す
る
た
め
除
雪
作

業
を
行
い
ま
す
。

　

効
率
的
な
除
雪
作
業
を
行
う
た
め
に
も
、町

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

除
雪
作
業
に

　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

雪捨て場区域には看板等を設置しておりますので、

その区域内をご利用ください。

除
雪
作
業
に

　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

町
で
は
、12
月
か
ら
３
月
ま
で
の
４
ヶ
月
間
、

皆
さ
ん
の
生
活
道
路
を
確
保
す
る
た
め
除
雪
作

業
を
行
い
ま
す
。

　

効
率
的
な
除
雪
作
業
を
行
う
た
め
に
も
、町

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。雪捨て場のお知らせ 踏切の冬季閉鎖箇所雪捨て場区域には看板等を設置しておりますので、

その区域内をご利用ください。

●交通事故や交通渋滞の原因に
　なります

●１台でも大迷惑 !! 道路は
　皆さんが利用しています

●間口の確保は利用目的に合わせて
●雪は路側に積上げましょう

ご協力していただきたいこと・・・

車道への
雪出し禁止

玄関先から道路へ
出る間口は各家庭で路上駐車の禁止

　ＪＲ五能線の下記踏切について、例年どおり通行ができなくな

ります。ご理解とご協力をお願いいたします。

■踏 切 名　　高野々、家の後、浜田、笹森、第一横間、第二横間、

滝ノ間

■閉鎖機関　　平成29年12月５日（火）

　　　　　　　　　～平成30年３月24日（土）

■問合せ先　　八峰町総務課　☎76－4601

雪捨て場　峰浜地区 雪捨て場　八森地区

　降雪時から２月末（予定）までの間、図のとおり

全面通行止めにします。

　ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願

いします。

■問合せ先　　八峰町建設課　☎76－4610

町道の冬季閉鎖箇所



●
入
所
対
象
児
童

　
生
後
３
カ
月
以
上
（
平
成
29
年
12
月
31
日

以
前
に
生
ま
れ
た
児
童
）

※

保
育
実
施
の
申
込
期
間
は
、
小
学
校
就
学

時
期
に
達
す
る
ま
で
の
保
育
の
実
施
を
必

要
と
す
る
期
間
で
す
。

●
年
齢
の
基
準
日

　
平
成
30
年
４
月
１
日

●
受
付
期
間

　
１
月
４
日
㈭
〜
１
月
31
日
㈬

●
受
付
場
所

　
・
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
フ
ァ
ガ
ス
２
Ｆ
）

・
町
内
各
子
ど
も
園

☆
沢
目
子
ど
も
園

☆
塙
川
子
ど
も
園

☆
八
森
子
ど
も
園

●
申
込
書
類

　
入
所
該
当
児
童
（
平
成
24
年
４
月
２
日
〜

平
成
29
年
12
月
31
日
生
）
の
保
護
者
に
申
し

込
み
書
類
を
送
付
し
ま
す
。
申
込
書
に
は
必

要
な
添
付
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
送
付
さ
れ
る
案
内
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
入
所
要
否
の
決
定

　
申
込
書
類
を
調
査
の
う
え
、
後
日
通
知
し

ま
す
。

●
保
育
料

　
・
３
歳
以
上
児…

全
額
免
除

　
・
３
歳
未
満
児…

半
額
免
除

※

町
内
在
住
で
町
内
の
施
設
へ
入
所
の
場
合

生
計
主
宰
者
（
保
護
者
）
の
市
町
村
民

税（
所
得
割
課
税
額
合
算
）
に
よ
る
判

定
と
な
り
ま
す
。

●
問
合
せ
先

　

八
峰
町
教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

☎
77‐

２
７
２
８

新
年
度
の
入
園
児
を
募
集
し
ま
す

新
年
度
の
入
園
児
を
募
集
し
ま
す

 

〜
受
付
は
１
月
31
日（
水
）ま
で
〜

　
新
年
度
の
子
ど
も
園
入
園
児
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
入
所
を
希
望
す
る
方

は
、
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
又
は
各
子
ど
も
園
に
「
入
所
申
込
書
（
支
給
認
定
申

請
書
）
等
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

落雪によるガス漏れ・油流出事故にご注意を！

年末年始特別警戒を実施します

注意！冬のお風呂の死亡事故

落雪によるガス漏れ・油流出事故にご注意を！
　これから本格的な降雪期を迎えるにあたり、屋根からの落雪によるプロパンガスボンベやホームタンクの転
倒、配管の損傷による危険物・ガス漏えい事故の発生が心配されます。
　次の事項に注意し、降雪期における雪害対策をお願いします。

〈共通〉
・配管の損傷防止やタンク・ボンベの転倒防止を図ること。
・雪下ろしの際は、お隣のホームタンクやガス設備にも注意すること。
・屋根からの落雪があった時は、一度確認すること。
〈ホームタンク〉
・注油や移し替えの際は、その場を離れないこと。
・残油量は常に確認しておくこと。
・万が一流出した場合は、速やかに消防署、警察、町、保健所等
に通報すること。

〈ガスボンベ〉
・緊急時に容器バルブを閉止できるように、ガス設備周りの通路
を除雪により確保しておくこと。

年末年始特別警戒を実施します
　年末年始における買い物客で混雑が予想される店舗では、火災が発生した場合、甚大な被害が予想されます。
また、昨年12月22日に発生した新潟県糸魚川市の大規模火災は、市街地中心部の木造建物密集地であったこ
とから、管内の類似する地域を特別警戒し、住民の警戒心の高揚を図り、火災の未然防止を呼びかけます。

【期間】〈八峰消防署〉平成29年12月23日（土）から平成30年1月3日（水）までの
　　　　　　　　　　　 12日間　　午前、午後　各１回
　　　　〈　消防団　〉担当区域の警戒を適宜実施
　※当日の気象状況等により適宜警戒時間を変更することがあります。

注意！冬のお風呂の死亡事故
　近年、入浴中の事故により亡くなられている方は増加傾向にあり、その９割以上が高齢者の方です。
入浴中の事故は冬の寒い時期に多いことから、事故を未然に防ぐため次の点に注意しましょう。
入浴中の事故防止 注意点
・入浴前に脱衣所や浴室を暖めましょう。
・湯温は41℃以下、湯につかる時間は10分までを目安にしましょう。
・入浴の前後は、しっかり水分補給しましょう。
・入浴中は急に立ち上がったりせず、転倒防止に努めましょう。
・声かけを習慣化し、家族ぐるみで事故を防ぎましょう。
※体調が悪い、お酒を飲んだ、睡眠薬を飲んだ時は入浴を控えましょう。

お風呂場でぐったりしている人・溺れている人を発見したら、救急車を！

■問合せ先　　八峰消防署　☎76－3119

消防署からのお知らせ

注意事項
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7,050円

7,250円
5,750円



軽油引取税免税証（農業用）交付申請について
　農業用機械に使用する軽油の免税証交付申請の集合受付を行います。交付を希望する方は、必要書類を準備
の上、下記の受付日に申請してください。お住まいの地域の受付に都合がつかない場合は、他の地域の会場で
も申請することができます。
　制度が継続されない場合は、免税証を交付できませんが、制度が継続された場合、集合受付を行った方につ
いては４月上旬に免税証を交付する予定です。
　県税事務所窓口での受付は平成30年２月23日から行いますが、その場合、集合受付を行った方よりも免税
証の交付が遅くなりますので、できるだけ下記会場で申請手続を行ってください。
■申請受付日時　　平成30年２月22日（木）午前10：00～午前11：30、午後１：00～午後３：30
■申請受付会場　　山本地域振興局　３階　大会議室
■必要書類一覧

※注意　①当日は大変混み合うことが予想されますので、必ず申請書に記入してお越しください。
原則として、受付は記入された方から行います。申請書用紙の無い方は下記の問合せ先に連絡して
ください。

②制度が継続された場合、使用者証（厚紙）の有効期間は、使用者証の交付日から３年間となりますの
で、使用者証の交付年月日が平成27年12月以前である場合は更新申請が必要です。

③秋田県証紙（400円分）は免税証交付時にいただきます。
④共同申請で、使用者の増加又は入れ替えがある場合は更新申請、使用者が脱退する場合は書換申請が
必要です。なお、印鑑と耕作証明書は全員のものが必要です。

■問合せ先　　秋田県総合県税事務所　課税第二課　☎０１８－８６０－３３４１
　　　　　　　秋田県総合県税事務所　山本支所　　☎０１８５－５２－６２０１

注意！　　県内の海岸に相次いで木造船が漂着～不審船、不審者を発見した際は速やかに通報を！～
　11月下旬、由利本荘市の「本荘マリーナ」に木造船が漂着し、国籍不明の男性８人が発見される事案が発
生したほか、男鹿市の宮沢海岸でも、木造船が漂着する事案が発生しました。報道によると、日本海沿岸部で、
北朝鮮からのものと見られる木造船の漂着が続いており、同様の事案の発生が懸念されます。
　警察では、地域の安全・安心を確保するため、沿岸部のパトロールを強化しておりますが、
不審船、不審者を発見した場合、安易に近づくことなく能代警察署にお知らせください。
■問合せ先　　能代警察署　☎５２－４３１１

秋田県社会福祉大会　秋田県知事表彰　　白鳥金悦さん（横内）が受賞

　11月９日、白鳥金悦さんが民生委員児童委員功労で平成29年度

秋田県社会福祉大会において秋田県知事表彰を受賞しました。

　白鳥さんは、平成10年から横内・仲村地区の民生委員・児童委

員を務めています。平成18年より八峰町民生児童委員監事を務め

られ、平成20年には八峰町社会福祉協議会会長表彰を受賞してい

ます。40代という若い頃から、19年にわたり、豊富な経験と見識

を生かして、住民の立場に立って相談に応じ、子どもたちが安心し

て暮らせるように見守ってきました。自ら積極的に声かけをし、地

域の方からの信頼は大変厚いものがあります。八峰町の社会福祉の

増進に努めるため活動なさっています。

秋田県社会福祉大会　秋田県知事表彰　　後藤則夫さん（大信田）が受賞

　11月９日、後藤則夫さんが社会福祉奉仕者・団体功労で平成29

年度秋田県社会福祉大会において秋田県知事表彰を受賞しました。

　後藤さんは、平成14年から10年以上にわたり、町内外の老人福

祉施設等を訪問し、「エフリー田吾作」という芸名の下で、ギター

の弾き語りスタイルで昭和歌謡や童謡を中心とした歌唱をボランテ

ィアとして実施されています。平成25年には八峰町社会福祉協議

会会長表彰を受賞、平成26年には秋田県社会福祉協議会会長表彰

を受賞しています。ほぼ毎日のように公演を行い、現在まで約120

カ所を訪れました。ボランティア関係者からの信頼も厚く、施設利

用者からも大変喜ばれています。

東北地区社会教育委員連絡協議会表彰　　木藤雄介さん（高野々）が受賞

　10月30日、木藤雄介さんが平成29年度東北地区社会教育委員連

絡協議会表彰を受賞しました。

　木藤さんは、平成18年から社会教育委員に任命され、平成24年

には秋田県社会教育委員連絡協議会表彰を受賞しています。

　社会教育委員に任命される以前から、史料調査に携わり古文書翻

刻を手懸け、貴重な歴史資料を刊行してきており、社会教育委員に

任命されてからは、社会教育施策の展開に教員経験を活かした幅広

い分野での提言を行い、第１次、第２次及び第３次の社会教育中期

計画策定に携わるなど、八峰町の社会教育の振興と発展に大いに尽

力されています。

区分

 新　規  ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○

 更　新 ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 継　続 ○     ○ ○ ○ ○ ○ ○

 書　換 ○ ○    ○ ○ ○ ○ ○ ○

免
税
軽
油
使
用
者
証

機
械
の
購
入
証
明
書

免
税
軽
油
使
用
者
証

交

付

申

請

書

誓
　

約
　

書

秋
田
県
証
紙（
４
０
０
円
）

免
税
証
交
付
申
請
書

農
業
委
員
会
が
交
付

す
る
耕
作
証
明
書

免
税
軽
油
の
引
取
り

等
に
係
る
報
告
書

前
年
購
入
し
た

軽
油
の
納
品
書
又
は

購

入

証

明

書

印　
　
　
　
　
　

鑑

未
使
用
の
免
税
証

長年の功績をたたえて
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ジオパーク活動に参加した能代高校生の感想①
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八峰町プレミアム商品券・八峰町敬老記念商品券　取扱店

5,000円から配達します
オードブル・お刺身も承ります

　八森写真クラブは、写真の愛好者によるサークルで、平成２年に結成されまし
た。結成当初は20名以上の会員がいたものの、現在は70代から80代の６名で活
動しています。主な活動内容は、八峰町文化祭に向けた写真撮影です。個々に風
景写真を中心に撮影し、月１回写真を見せ合ったり、専門書を参考に勉強したり
します。ときには撮影会として、各所に出歩くこともあります。また、一般の写
真募集へ応募する会員もいます。
　同じ風景を見ても、それぞれ見方が異なり、作品も異なります。写真は、その
「時」を切り取り、「思い出」を残してくれるものです。四季を感じられ、心と
体の健康にもつながります。ぜひ若い人はじめ、たくさんの方に写真の魅力を知
ってほしいですし、サークルに入ってほしいです。

連載 第82回

活
か
し
て
、
能
代
高
校
科
学
部
と
し

て
白
瀑
神
社
の
ガ
イ
ド
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
学
校
行
事
な
ど
が

重
な
り
、
ガ
イ
ド
を
す
る
た
め
の
準

備
は
か
な
り
大
変
で
し
た
が
、
無
事

に
ガ
イ
ド
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
貴

重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
能
代
高
校
科
学
部

と
し
て
、
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
、
ま
た
こ
う
い
っ
た
機

会
が
あ
れ
ば
今
回
の
経
験
を
踏
ま
え

て
、
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。

 

八
峰
白
神
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
三
　
輪
　
拓
　
磨

　

〒
０
１
８̶

２
６
３
２

　

秋
田
県
山
本
郡
八
峰
町
八
森
字
三
十
釜
一
四
四̶

一

ぶ
な
っ
こ
ラ
ン
ド
内

TEL
０
１
８
５̶

77̶

３
０
８
６

の
ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。

八
峰
町
の
皆
さ
ま
に
感
謝
し
、
こ
れ

か
ら
も
意
欲
的
に
活
動
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

鈴
木
　
智
輝
（
二
年
）

　

私
は
、
今
回
の
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ

い
て
の
活
動
を
通
し
て
「
ジ
オ
パ
ー

ク
」
と
い
う
も
の
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ガ
イ
ド
講
習
会
に
参
加
し
、
二
ツ

森
や
留
山
な
ど
に
行
っ
た
と
き
に
は
、

た
く
さ
ん
の
植
物
が
あ
り
、
初
め
て

知
る
植
物
が
多
く
て
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ふ
き
の
葉
を

使
っ
た
コ
ッ
プ
の
作
り
方
を
教
わ
り
、

便
利
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
講
習
会
で
学
ん
だ
こ
と
を

相
澤
　
龍
彦
（
二
年
）

　

今
年
の
春
か
ら
の
一
連
の
ジ
オ
パ

ー
ク
や
白
瀑
神
社
に
つ
い
て
の
活
動

を
通
し
て
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た

八
峰
町
の
地
形
・
地
質
、
歴
史
、
植

生
に
つ
い
て
の
知
識
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。
ま

た
、
そ
こ
で
得
た
知
識
を
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
全
国
大
会
で
発
表
し
た
り
、

白
瀑
神
社
に
つ
い
て
ガ
イ
ド
を
し
た

り
、
発
信
す
る
こ
と
で
、
私
た
ち
能

代
高
校
科
学
部
と
し
て
も
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
調
査
し
た
こ
と
は
３
つ

あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
地
形
・
地
質

に
つ
い
て
で
す
。
八
峰
町
は
地
質
学

的
に
と
て
も
珍
し
い
土
地
で
あ
り
、

ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
土

地
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

二
つ
目
の
歴
史
の
面
で
は
、
八
峰
町

は
平
安
時
代
以
前
か
ら
古
い
文
献
に

記
録
の
あ
る
土
地
で
、
近
世
に
な
っ

て
か
ら
は
植
林
で
苦
労
さ
れ
た
こ
と
、

三
つ
目
の
植
生
に
つ
い
て
は
、
非
常

に
多
く
の
植
物
が
生
息
し
て
お
り
、

昔
か
ら
そ
れ
ら
を
活
用
す
る
人
々
の

知
恵
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
、
驚
き
の
連
続
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
八
峰
町
の
皆
さ
ま

能
代
高
校
生
と
一
緒
に
活
動
！

　

ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
、
今
春
か
ら
能

代
高
校
科
学
部
の
生
徒
と
協
力
し
た

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
科
学
部
は
、

普
段
は
自
分
た
ち
が
興
味
を
持
っ
た

科
学
的
な
内
容
を
調
べ
た
り
、
実
験

観
察
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
八
峰
町
の
ガ
イ
ド
養
成
講
習
会

に
参
加
し
、
学
ん
だ
知
識
を
ガ
イ
ド

と
し
て
他
の
人
に
伝
え
る
活
動
を
目

指
し
ま
し
た
。
今
年
度
開
催
さ
れ
た

ガ
イ
ド
養
成
講
習
会
に
計
５
回
参
加

し
、
10
月
27
日
に
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
国
大
会
の
エ
ク
ス

カ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
行
わ
れ
た
八
峰

白
神
ツ
ア
ー
で
は
、
実
際
に
白
瀑
神

社
で
ガ
イ
ド
を
務
め
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
生
徒
が
自
分
た
ち
で
調
べ
た

ガ
イ
ド
は
分
か
り
や
す
く
ツ
ア
ー
の

参
加
者
に
大
変
好
評
で
し
た
。

　

今
回
は
、
能
代
高
校
生
が
ジ
オ
パ

ー
ク
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
に
つ
い

て
の
意
見
や
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

能
代
高
校
生
の
参
画
は
、
八
峰
白
神

ジ
オ
パ
ー
ク
に
と
っ
て
も
幅
広
い
活

動
に
つ
な
が
り
ま
す
。
今
後
も
ジ
オ

パ
ー
ク
を
部
活
動
に
活
用
す
る
と
と

も
に
、
地
域
へ
の
普
及
啓
発
に
も
努

め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

鹿の浦展望台で八峰町の地形を学ぶ能代高校生。

白瀑神社でツアー参加者との集合写真。

八峰町のなかまたち八峰町のなかまたち

はっぽうの元気な企業はっぽうの元気な企業伊藤石材店

クローズアップ

『想いを刻む』

八峰町で活動する様々な団体・サークルなどにスポットライトを当てます

　
　

と
い
う
す
ば
ら
し
い

　
　

大
地
か
ら
の
贈
り
物
に

想
い
を
た
く
し
、
永
遠
に
残

し
た
い
。

　

こ
う
語
る
の
は
、
伊
藤
石

材
店
代
表
の
伊
藤
一
二
三
さ

ん
（
椿
台
）
。

　
「
八
森
の
石
や
」
と
し
て

知
ら
れ
る
伊
藤
石
材
店
は
、

大
正
初
期
創
業
と
い
う
歴
史

あ
る
石
材
店
で
す
。
代
表
の

伊
藤
一
二
三
さ
ん
は
三
代
目

で
、
主
に
墓
石
や
灯
籠
の
製

作
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
古

代
か
ら
石
の
文
化
は
人
の
精

神
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て

存
在
し
て
い
ま
す
。
石
材
は

不
変
に
残
る
大
地
か
ら
の
贈
り
物

で
す
。
」
と
石
へ
の
想
い
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
　

藤
石
材
店
前
に
は
、
代
表
的

　
　

な
灯
籠
だ
け
で
な
く
可
愛
ら

し
い
作
品
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
こ
こ
数
年
「
想
刻
」
と

し
て
本
格
的
に
行
っ
て
い
る
石
彫

刻
加
工
品
で
す
。
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス

ト
技
法
と
呼
ば
れ
る
、
砂
を
吹
き

付
け
て
金
属
や
ガ
ラ
ス
な
ど
を
研

磨
す
る
技
法
を
使
い
、
ペ
ッ
ト
の

写
真
の
彫
刻
や
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

彫
刻
等
を
行
っ
て
お
り
、
大
変
好

評
だ
と
い
い
ま
す
。

　

従
業
員
で
あ
り
四
代
目
で
あ
る

伊
藤
一
八
さ
ん
は
専
門
学
校
卒
業

後
、
石
卸
業
者
等
で
の
勉
強
を
経

て
、
こ
こ
で
働
き
始
め
て
10
年
ほ

ど
が
経
つ
と
い
い
ま
す
。
こ
の
仕

事
の
や
り
が
い
に
つ
い
て
聞
い
た

と
こ
ろ
「
完
成
し
た
彫
刻
を
み
た

お
客
さ
ん
の
あ
り
が
と
う
の
言
葉

が
す
ご
く
う
れ
し
い
。
石
は
半
永

久
的
に
残
る
も
の
な
の
で
お
客
様

の
想
い
を
残
し
た
い
。
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
　

後
に
、
社
訓
で
あ
る
「
想
い

　
　

を
刻
む
」
に
つ
い
て
聞
い
た

と
こ
ろ
、
「
お
客
様
の
想
い
を
カ

タ
チ
に
残
す
為
、
心
を
込
め
て
作

っ
て
い
ま
す
。
」
と
お
２
人
そ
ろ

っ
て
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

伊藤石材店
（八森字椿台149－3）
TEL 0185－77－3425
・産業分類／石工品製造
業

・主な仕事内容／墓石、
石工事、石彫刻加工、
リフォーム、ペット
墓、ガラスミラー彫刻
等

お客さんの想いを残したいと語る伊藤一八さん（四代目）

Vol.24

Vol.24

シリーズ

石

伊

最

八森写真クラブ

KokuSow
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11
月
９
日
、
山
村
広
場
に
お
い
て
、
八

峰
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
池
田
忠

男
会
長
）
主
催
の
剪
定
技
術
講
習
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
31
名
が
参
加
。
講
師
に
大
塚
仁
志
章
氏

を
お
招
き
し
、
山
村
広
場
周
辺
の
松
を
使

っ
た
実
技
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師

の
先
生
か
ら
剪
定
の
要
点
に
つ
い
て
説
明

さ
れ
る
と
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
ど
の
枝

を
切
る
か
確
か
め
な
が
ら
剪
定
を
行
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
様
々
な
形
で
知
識
と

経
験
を
活
か
し
た
い
と
い
う
方
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
（
☎
74̶

５
８
１
８
）

　

11
月
12
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ミ
チ
の
ク
ニ

手
這
坂
（
木
村
友
治
会
長
）
主
催
で
田
舎

暮
ら
し
体
験
ツ
ア
ー
が
、
町
の
交
流
促
進

事
業
を
活
用
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
ツ
ア
ー
は
、
八
峰
町
へ
の
移

住
定
住
促
進
、
町
の
魅
力
発
信
や
移
住
へ

の
動
機
づ
け
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

午
前
10
時
か
ら
行
わ
れ
た
ツ
ア
ー
に
は
、

町
内
外
か
ら
12
名
が
参
加
。
会
場
は
手
這

坂
の
古
民
家
で
、
ス
ス
キ
の
刈
取
り
を
行

っ
た
後
、
茅
葺
き
屋
根
の
補
修
体
験
を
行

い
ま
し
た
。　
　
　
　

　

参
加
者
は
、
熱
心
に
作
業
に
取
り
組
み
、

心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。
昼
食
に
は
、

新
米
や
タ
ラ
汁
を
食
べ
、
先
輩
移
住
者
や

地
域
住
民
と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　

11
月
25
日
第
６
回
八
峰
町
交
通
安
全
大

会
が
八
峰
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
町
と
八
峰
町
交
通
安
全

対
策
協
議
会
の
共
催
で
、「
交
通
事
故
の

無
い
安
全
で
住
み
よ
い
八
峰
町
」
を
つ
く

る
た
め
、
交
通
安
全
思
想
の
啓
発
や
普
及

を
図
ろ
う
と
隔
年
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
町
長
の
挨
拶
後
、
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
交
通
安
全
功
労
者
と
、
交
通

安
全
に
関
す
る
標
語
・
作
文
で
優
秀
作
品

に
選
ば
れ
た
小
中
学
生
に
表
彰
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
大
会
の
最
後
は
、
八
峰
町

交
通
安
全
母
の
会
会
長
が
大
会
宣
言
を
読

み
上
げ
、
交
通
事
故
の
無
い
ま
ち
づ
く
り

を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
に
は
、

歩
行
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
横
断
歩

道
の
安
全
な
渡
り
方
を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
５
日
早
朝
、
塙
地
区
に
お
い
て
消

防
総
合
訓
練
が
行
わ
れ
、
地
区
住
民
な
ど

約
90
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
乾
燥
注
意
報
が
継
続
的
に

発
令
さ
れ
る
中
、
塙
地
区
多
目
的
集
会
施

設
か
ら
火
災
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し

た
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
７
時
過
ぎ
に
、
住
民
の
火
事
ぶ
れ

に
よ
り
、
駆
け
付
け
た
地
区
住
民
が
バ
ケ

ツ
リ
レ
ー
に
よ
る
初
期
消
火
活
動
を
素
早

く
行
っ
た
ほ
か
、
地
元
や
近
隣
の
消
防
団

が
出
動
し
、
放
水
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
住
民
に
よ
る
水
消
火
器
を
使

用
し
た
訓
練
が
行
わ
れ
、
炎
で
は
な
く
燃

え
て
い
る
も
の
に
向
か
っ
て
吹
き
か
け
る

な
ど
の
取
扱
い
方
法
を
学
び
、
い
ざ
と
い

う
時
の
た
め
に
備
え
ま
し
た
。

　

11
月
19
日
、
東
京
都
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

市
ヶ
谷
に
お
い
て
八
峰
町
関
東
ふ
る
さ
と

会
が
行
わ
れ
、
会
員
の
ほ
か
、
来
賓
な
ど

関
係
者
を
あ
わ
せ
て
約
２
０
０
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
神
馬
信
一
会
長
か
ら
活
動
概

要
等
が
報
告
さ
れ
、
28
年
度
事
業
報
告
と

決
算
、
29
年
度
事
業
計
画
と
予
算
案
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
ふ
る

さ
と
の
味
「
き
り
た
ん
ぽ
鍋
」
が
用
意
さ

れ
、
来
場
者
は
長
い
列
を
作
っ
て
い
ま
し

た
。
恒
例
と
な
っ
た
抽
選
会
も
に
ぎ
や
か

に
行
わ
れ
、
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
、
ふ

る
さ
と
を
懐
か
し
む
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
後
方
に
設
置
さ
れ
た
町
特

産
品
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
お
み
や
げ
を

買
い
求
め
る
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
、
峰
栄
館
に
お
い
て
、
八
峰

町
歴
史
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
八
峰
町
内

外
か
ら
50
名
を
超
え
る
方
々
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
講
師
に
永
瀬
福
男
氏
を
お
招

き
し
、「
八
峰
町
の
大
む
か
し
」
と
題
し

て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

旧
石
器
や
縄
文
・
弥
生
と
い
っ
た
古
い

時
代
に
、
人
々
が
ど
の
よ
う
な
生
活
を
営

ん
で
い
た
か
を
、
八
峰
町
や
周
辺
の
市
町

で
発
見
さ
れ
た
遺
跡
の
調
査
結
果
を
参
考

に
し
な
が
ら
解
説
。
当
時
の
人
々
の
住
ま

い
と
水
の
関
係
や
、
大
陸
か
ら
伝
わ
っ
た

稲
作
技
術
が
北
上
し
て
い
く
様
子
、
海
水

面
の
変
化
に
よ
る
動
植
物
の
変
化
と
い
っ

た
興
味
深
い
お
話
を
、
参
加
者
の
皆
さ
ん

は
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
聞
い
て
い
ま
し
た
。

ススキを刈り取った参加者の皆さん

説明を聞き入る参加者の皆さん

秋田県警察音楽隊による演奏が披露されました

有
事
の
際
の
動
き
を
確
認

　
塙
地
区
で
「
消
防
総
合
訓
練
」

八
峰
町
関
東
ふ
る
さ
と
会
が

　
　
　
　
　

開
催
さ
れ
ま
し
た

「
大
む
か
し
」
を
思
い
浮
か
べ
て

　
　
　
　
　
八
峰
町
歴
史
講
演
会　

　

11
月
18
日
、
フ
ァ
ガ
ス
に
お
い
て
、
秋

田
県
北
部
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
主
催

で
「
カ
イ
ゴ
の
ゴ
カ
イ
〜
誰
が
介
る
の
？

老
後
の
老
後
」
を
テ
ー
マ
に
男
女
共
同
参

画
社
会
づ
く
り
基
礎
講
座
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
介
護
に
関
す
る
性
別
役
割
分
担
や
固

定
観
念
を
改
め
て
見
つ
め
直
す
た
め
、
講

師
に
（
公
財
）
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー

秋
田
支
部
の
安
部
美
恵
子
氏
を
お
招
き
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
15
名
が
参
加
し
、「
超
高
齢

社
会
の
中
、
自
分
が
介
護
す
る
立
場
に
な

っ
た
ら
ど
う
す
る
か
」「
自
分
の
老
後
の

老
後
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
か
」
等
参
加

者
は
、
講
師
の
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
後
半
に
は
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク

が
行
わ
れ
、
お
互
い
の
意
見
を
交
換
し
合

っ
て
い
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
基
礎
講
座

　
　
　

「
カ
イ
ゴ
の
ゴ
カ
イ
」
を
開
催　

第
６
回
八
峰
町
交
通
安
全
大
会
が

　
　
　
　
　
　

開
催
さ
れ
ま
し
た

八
峰
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が

　
　
　
　

剪
定
技
術
講
習
会
を
開
催

田
舎
暮
ら
し
体
験
ツ
ア
ー
開
催

茅
刈
り
と
茅
葺
き
を
メ
イ
ン
に
作
業

素早い連携で初期消火活動をおこないました

全員でふるさとを合唱し再会を誓いました

身近な介護の話題に聞き入る参加者

古い時代を身近に感じるひとときでした
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ファガス図書室 峰栄館図書室
新しく入った本のお知らせ

【絵本、児童書】
【絵本】こねてのばして ヨシタケシンスケ
【絵本】そろそろそろーり たんじあきこ
【絵本】ワンワンといないいないばあっ！ げんきの絵本
【絵本】のぞいてみると しまだともみ
【絵本】メリーメリークリスマス！ 岡村志満子
【絵本】どこ？　クリスマスのさがしもの 山形明美
【絵本】ななめねこまちをゆく ガス・ゴードン
【絵本】怪盗グル̶のミニオン大脱走さがして！みつけて！ トレイ・キング
【児童書】サイレンカー 超はっけんのりもの大図鑑
【児童書】葛飾北斎（コミック版世界の伝記） ちさかあや
【児童書】まるごとキッズマジック大集合ＢＯＯK 藤原邦恭
【児童書】文様えほん 谷山彩子
【児童書】日本の伝統工芸 竹永絵里
【一般書】（小説、よみもの、コミック、実用書）
【小説】教場 0巻 長岡弘樹
【小説】銀河鉄道の父 門井慶喜
【小説】覆面作家 大沢在昌
【小説】ＡＸ 伊坂幸太郎
【小説】居酒屋ぼったくり 8巻 秋川滝美
【小説】日の名残り カズオ・イシグロ
【小説】山桜記 葉室麟
【小説】旅立ちぬ　吉原裏同心抄 佐伯泰英
【小説】後宮に月は満ちる 篠原悠希
【よみもの】相撲茶屋のおかみさん 横野レイコ
【よみもの】小説の言葉尻をとらえてみた 飯間浩明
【よみもの】天皇陛下からわたしたちへのおことば 高森明勅
【コミック】BLUE GIANT SUPREME 3巻 石塚真一
【実用書】東大ナゾトレ東京大学謎解き制作軍団　1～２巻 東京大学謎解き制作軍団
【実用書】特徴がよくわかるコケ図鑑 藤井久子
【実用書】はぎれが楽しい今すぐ作りたいポーチ50 グラフィック社編集部
【実用書】山で暮らす愉しみと基本の技術 大内正伸

【絵本、児童書、紙芝居】
【絵本】クリスマスくろくま（くもんのおはなしくろくまシリーズ） たかいよしかず
【絵本】ばすくんのくりすます なかやみわ
【絵本】おたすけこびとのクリスマス コヨセ　ジュンジ　
【絵本】モモンガのはいたつやさんとクリスマスのおとしもの ふくざわゆみこ
【絵本】愛蔵版クリスマスってなあに ディック＝ブルーナ
【厚紙絵本】ゴジラだいかいじゅうバトルずかん 講談社
【児童書】ちいさなプリンセスソフィアおともだちのプリンセスといっしょ10のはなし 老田勝
【児童書】アバローのプリセスエレナ 角川アニメ絵本
【児童書】ほねほねザウルス㈻たいけつ！きょうふのサーベルタイガー カバヤ食品株式会社
【児童書】もしものときのサバイバル術 学研プラス
【児童書】クリスマスの森（世界傑作絵本シリーズ） ロジャー・デュボアザン
【児童書】クリスマス バーバラー・クーニー
【紙芝居】たのしいクリスマスのじゅんび 教育画劇
【一般書】（小説、よみもの、コミック、実用書、郷土史）
【小説】ホワイトラビット 伊坂幸太郎
【小説】カンパニー 伊吹有喜
【小説】院長選挙 久坂部羊
【小説】明治乙女物語（松本清張賞受賞作） 滝沢志郎
【小説】マスカレード・ナイト 東野圭吾
【文庫小説】花咲舞が黙ってない 池井戸潤
【文庫小説】わたしを離さないで カズオ・イシグロ
【よみもの】ダメなときほど「言葉」を磨こう 萩本欽一
【よみもの】おかんメール・３巻～６巻、Final巻 扶桑社
【よみもの・地理】ブラタモリ１～10 NHK「ブラタモリ」制作班
【コミック】Ｈ２（エイチツー）1巻～34巻 あだち充
【コミック】銀の匙14巻 荒川弘
【実用書】EUやらイスラムやら、ここ100年くらいの世界情勢をマンガでチラッと振り返る 関眞興
【実用書・料理】すくって楽しい！スコップレシピ 田村つぼみ
【実用書・手芸】樋口愉美子のアップリケ刺しゅう 樋口愉美子
【実用書・健康】ぜんぶわかる認知症の事典 河野和彦
【郷土史（コミック）】高清水風土記 三船毅志

金谷信榮氏の寄付金で購入した本の他に、
寄贈本もご紹介しています。 寄贈本もご紹介しています。

　　　八峰町教育委員会　生涯学習課

編集　山本郡八峰町八森字中浜196－1
　　　TEL 0185－77－3700　FAX 0185－74－5290

生涯学習だより

は っ ぽ う 第140号

 〔開室時間〕　午前８時30分～午後９時　
　　　　　　　〈休み：年末年始、蔵書点検期間〉
　■ファガス図書室　八峰町八森字中浜196－1　　　　☎0185－77－3700
　■峰栄館図書室　八峰町峰浜田中字野田沢20－1　☎0185－76－2323

としょしつだより　

この他の新刊図書については、各図書室までお問合せください。

体力年齢を測定　新体力テスト

　10月から11月にかけて、町内で新体力
テストが行われました。
　テストは20歳以上の町民を対象に、町
スポーツ推進委員が実施。八森体育館など
を会場に、さまざまな年代の町民が参加し、
握力・反復横とび・上体起こしなどさまざ
まな項目にチャレンジし自己の体力年齢を
測定しました。
　参加者は日頃の運動を大切にしたいと感
想を述べていました。

　11月12日、第11回八峰町民バレーボ
ール大会が八森体育館で開催されました。
7チームが参加し、好プレーや珍プレーに
大きな歓声が飛んでいました。
＜結果＞
［優勝］おやじハピネッツ[準優勝]茂浦
［3位］めながたパワーズ
［最優秀選手］大山孝子（おやじハピネッツ）
［優秀選手］阿部征巳（茂浦）,阿部斐斗（めな
がたパワーズ）

ことぶき大学健康講話・芸能発表

　ことぶき大学健康講話・芸能発表がファ
ガスで行われ、約300名が出席しました。
　健康講話では長寿院（千葉県成田市）の
住職で、NPO法人「自殺予防ネットワー
ク風」の理事長を務める篠原鋭一さんの
「人生は各駅停車の旅」と題した講演が行
われました。
　芸能発表では学生が歌や踊りなど自慢の
芸を披露し、とても賑やかな一日となりま
した。

●司書のホンのつぶやき●　峰栄館図書室 編
　　11月16日に行われた、ことぶき大学健康
講話の講師である篠原鋭一氏が書いた本が図書
室に寄贈されました。著者の直筆サイン入りで
す!!

　読んでみて驚きの感動実話です。１話が６ペ
ージの短編になっていて、イッキ読み確実。ペ
ージをめくる手が止まりません。どんなに落ち
込んでも希望の光は差すのですね。読後、人の
絆やめぐり会いを大事にして生きていきたいと
思える本でした。

　ファガス図書室・峰栄館図書室・移動図書館
車で絶賛貸出中です!!貸出中の場合は予約して
くださいね。

12月29日(金)～１月３日(水)
はお休みします。本の貸出、返却もできません。(ファガス・
峰栄館図書室、移動図書館車としょカーん）

▽チビッコ公民館、１/２成人式
■開催日：12/26（火）9：00～
■会　場：峰栄館１階　多目的ホール
■問合せ：八峰町公民館（峰栄館）　☎76－2323

▽新春囲碁大会
■日　時：1/8（月）9：00～
■会　場：峰栄館１階　婦人研修室
■問合せ：八峰町公民館（峰栄館）　☎76－2323
　
▽移動スキー＆スノーボード教室
■開催日：1/14（日）　■会　場：青森スプリングスキーリゾート
■問合せ：町スキークラブ　☎090－7562－1941（山内）
　　　　　　　　　　　　　☎090－9743－8946（佐々木）

▽全町バスケットボール大会
■開催日：1/27（土）, 28（日）　■会　場：八森体育館
■問合せ：町バスケットボール協会　☎0185－77－3161（奈良）

行 事 予 定

　11月26日（日）、生涯学習課主催の選書ツアーが行われ、
13名が参加しました。
　はじめに秋田県立図書館を訪れ、展示や館内設備などを見
学しました。その後、加賀谷書店茨島店を訪れ、ファガス・
峰栄館の図書室に置く本を選びました。
　今回、選んだ本は特設コーナーにて展示、貸出し致します。

見て、学んで、選んで
選書ツアーに行ってきました

年末年始休館のお知らせ

クリスマスやお正月の絵本、パーティーや年末年始行事を楽
しむ本、掃除収納など生活の知恵に関する本を展示中

クリスマス＆年末特集（～12月下旬）

　蔵書点検期間中、ファガス・峰栄館図書室・移動図書館車｢と
しょカーん」はお休みします。期間中は図書室への入室が出
来ません。｢本の返却」のみ受付ます。
　ご協力よろしくお願い致します。
　○期間 : １月30日(火)～２月２日(金)
　○場所 : ファガス図書室、峰栄館図書室・移動図書館車
※蔵書点検とは？
図書室内のすべての本を一冊ずつチェックして、行方不明
の本がないか、壊れている本がないかを調べる作業です。

蔵書点検のお知らせ 第11回八峰町民バレーボール大会

12月の講座 『和太鼓を体験しよう』
師走の忙しいなか、心と体をリフレッシュするために和太
鼓をたたいてみませんか。祭鼓連のみなさんが、楽しく指
導します。

■開催日：12月23日（土）19:00～21:00
■内　容：和太鼓の基本打ち、リズム、応用等（大太鼓）
■集　合：ファガス　19:00
■その他：参加無料。動きやすい服装でご参加ください。
　　　　　バチ等は貸し出します。
■申込み：12月18日（月）まで
　　　　　生涯学習課（ファガス）☎77－3700

１月の講座 『糠森山の元旦登山』
元旦に旧八森中学校東側にある糠森山（標高208ｍ）に登
り、わが町と日本海を眺望してみませんか。真瀬山の会会
員がガイドします。

■開催日：1月1日（月）9:00～10:30
■集　合：旧八森中学校裏手のビューシーライン（町道）
　　　　　9:00
■その他：参加無料  希望者は当日集合場所へ。
■問合せ：真瀬山の会　伊勢☎77－4355

｢この世でもっとも大切な話
～悩める人と共にある和尚の
実話30～」　篠原　鋭一著

　スタッフの山崎典康です。
　12月、寒くなりました。今年は雪の降るのが早く（しか
も大雪）としょカーンは「のんびり」運行をしています。こ
の時季、クリスマス関連の本のリクエストが舞い込みます。
皆さん、楽しみなんですね。特に子どもを持つ保護者にとっ
ては、誕生日に次ぐ大イベントなのでしょうね。悪天候時、
扉を閉めて、じっとしています
が、決して、閉店しているわけ
ではありません。声をかけて下
さい。寒さに負けず、動き回り
たいと思っています。

移動図書館車「としょカーん」だより

優勝した「おやじハピネッツ」

もっと地元のことを知ろう！
大人のふるさと学習講座

　地元の人が地元のことを知り、もっと地元を好きになってもらう
ための講座です。

オススメのクリスマスの本を
準備して待ってます♪借りに来てね♪

生涯学習だよりはっぽう

秋田県立図書館 加賀谷書店秋田県立図書館 加賀谷書店
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平成29年

■12月16日～31日の行事予定
            
   のんき会 沢目駅舎内 午前9：00～午後4：00 心の病を持っている方が情報交換する場です。どな      たでもお気軽にお立ち寄りください。
18 月
   あった会 ファガス（シーガル） 午後2：00～午後3：30 読み聞かせサークル「かもめ」が、絵本の読み聞かせなど      をします。どなたでもお気軽にお立ち寄りください。 
      萩ノ台介護予防教室 萩ノ台集会所 午後2：00～午後3：30 軽体操やレクゲーム、認知症予防訓練を実施します。
         対象：子ども園入園前の子どもと保護者、妊婦さん
    子育て支援センター 　 内容：英語に親しむ＆クリスマス会
   めんちょこひろば 「あいあい」 午前10：00～午前11：30 ゲスト：柴田恵美子さん
 19 火    サンタクロースも来ますよ！
         陽だまりの会会員がおいしいコーヒー、お茶を準備
   交流サロン「らべんだー」 塙川健康センター 午後1：30～午後3：30 してお待ちしております。「ほっとした時間を過ごし      たい」「誰かと話したい」「近くに来たついでに」どな
      たでもお気軽にお立ち寄り下さい。
      ほっと健康相談 塙川健康センター 午後1：30～午後4：00 保健師が個別に相談に応じます。お気軽においでく      ださい。　担当保健師　武田
    　 　    対象：脳卒中後遺症者
   活き活き健康教室 八森保健センター 午前10：00～午後3：00 内容：健康チェック・理学療法・リハビリ体操 20 水    ※参加希望者は健康推進係へ　☎７６－４０６８
      八森第１泰山会古紙回収 八森第１自治会  午前９時までに自宅前に出してください。
      心配ごと相談 社会福祉協議会（旧八森中） 午前9：30～正午 担当：中山朱子相談員
      ポプリの会 子育て支援センター 

午前10：00～午前11：30
 対象：子ども園入園前の子どもと保護者

    「あいあい」  内容：自由遊び
 21 木 
   八森地区健康教室 八森第一コミュニティセンター 午後1：30～午後3：00 健康に関するお話ほか。八森第１・第２・第３自治会      の方はどなたでもご参加ください。
         対象：平成２９年２月～平成２９年３月生まれ
 22 金 乳児健康診査 八森保健センター 午後0：30～午後1：00 対象：平成２９年５月～平成２９年６月生まれ
      対象：平成２9年８月～平成２９年９月生まれ
       椿台コミュニティセンター  「ぬかもり館」に集まって「お茶を飲みながらおしゃ
 24 日 もりのカフェ 「ぬかもり館」 午後1：30～午後3：30 べりする」交流の場です。どなたでもお気軽においで
      ください。「もりのカフェ」ののぼりが目印です。
      のんき会 沢目駅舎内 午前9：00～午後4：00 心の病を持っている方が情報交換する場です。どな 25 月    たでもお気軽にお立ち寄りください。
    　 　 行政相談 社会福祉協議会（旧八森中） 午前9：30～午前11：30 担当：辻正英委員
    　 　    対象：子ども園入園前の子どもと保護者、妊婦さん
   めんちょこひろば 子育て支援センター 

午前10：00～午前11：30
 内容：簡単なおやつ作り

    「あいあい」  講師：日沼典子さん
      参加費：親子で３００円です。
    26 火    町内の小学校４年生を対象に餅つき大会や成人式
   チビッコ公民館 峰栄館 午前9：00～ で開封するタイムカプセル作りなどを行います。
      ※問い合わせ　八峰町公民館　☎７６－２３２３
    　 　 行政相談 水沢コミュニティセンター 午前9：30～午前11：30 担当：中山朱子委員
    27 水 心配ごと相談 社会福祉協議会（旧八森中） 午前9：30～正午 担当：大髙アツ子相談員

日・曜日 行　事　名 場　　所 時　　間 内　　　　容

みんなで予防インフルエンザ
　～この冬のインフルエンザの流行に備え、適切に対応していきましょう～

○咳・くしゃみが出る時は、他の人にうつさない
ためにマスクを着用しましょう。
　マスクを持っていない場合は、ティッシュや
腕の内側などで口と鼻を押さえ、他の人から顔
をそむけて１ｍ以上離れましょう。特に感染者
がマスク等の飛沫感染対策を行うことが重要で
す。

○鼻汁・痰などを含んだティッシュはすぐにゴミ
箱に捨て、手のひらでくしゃみを受け止めた時
はすぐに手を洗いましょう。　

 不織布とは「織っていない布」という意味
です。繊維あるいは糸等を織ったりせず、熱
や化学的な作用によって接着させて布にした
もので、これを用いたマスクを言います。

以下の５つのポイントをおさえて健康に過ごしましょう。

咳エチケット

○加湿器などを使って適切
な湿度（50～60％）を保
ちましょう。
 空気が乾燥すると、気道
粘膜の防御機能が低下し、
インフルエンザにかかりや
すくなります。

適度な湿度の保持
○体の抵抗力を高めるため
に、十分な休養とバラン
スのとれた食事を日頃か
ら心がけましょう。

○インフルエンザが流行して
きたら、人混みや繁華街へ
の外出を控えましょう。
 特に御高齢の方や基礎疾患
のある方、妊婦、体調の悪い
方、睡眠不足の方は、注意し
ましょう。やむを得ず外出
し、人混みに入る可能性が
ある場合には、ある程度飛沫
感染等を防ぐことができる不
織布製マスクを着用しましょ
う。

休養と栄養摂取 人混みを避ける

○流水・石鹸による手洗いをしましょう。
 手洗いは、手指など体についたインフル
エンザウイルスを物理的に除去するために
有効な方法です。インフルエンザに限らず
接触や飛沫感染などを感染経路とする感染
症対策の基本です。インフルエンザウイル
スにはアルコー
ル製剤による手や
指の消毒も効果が
あります。

外出後の手洗い

■問合せ先　　八峰町福祉保健課　健康推進係　　☎76－4608
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３
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、
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月
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せ
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第
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学
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が
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自
然
科
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、
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資
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気
軽
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い
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０
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第
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開
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魚
も
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ノ
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！
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向
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参
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で
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し
く
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お
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月
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土
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前
９

時
〜
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時

第
12
回
新
春
囲
碁
大
会

　

第
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回
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碁
大
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加
者
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ま
す
。
奮
っ
て

ご
参
加
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だ
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。
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成
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年
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月
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日

（
月
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前
９
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手
作
り
品
の
販
売
や
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

問
・
申　

ポ
ン
ポ
コ
山
パ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
事
務
局（
☎
76
―

４
１

０
０
、
メ
ー
ルh

-kan
ko
@

　

sh
irakam

i.o
r.jp

）

め
、
標
記
意
見
聴
取
会
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

日
時
及
び
会
場

意
見
を
い
た
だ
き
た
い
テ
ー
マ

・
受
動
喫
煙
防
止
、
喫
煙
率
の

低
減
に
関
す
る
こ
と

・
若
年
者
の
喫
煙
の
未
然
防
止
、

子
ど
も
や
妊
産
婦
、
非
喫
煙

者
の
健
康
被
害
防
止
に
関
す

る
こ
と

・
飲
食
店
、
旅
館
、
ホ
テ
ル
に

お
け
る
喫
煙
、
受
動
喫
煙
に

関
す
る
こ
と

申
込
方
法　

参
加
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に

て
、
１
月
９
日
（
火
）
ま
で

に
秋
田
県
健
康
福
祉
部
が
ん

対
策
室
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
・
申　

秋
田
県
健
康
福
祉
部

が
ん
対
策
室
（
☎
０
１
８
―

８
６
０
―

１
４
２
８
・
メ
ー
ル

gan
taisaku

@
pref.akita.

lg.jp

）

●
お
知
ら
せ

今
月
の
納
期

【
固
定
資
産
税
第
４
期
、
国
民

健
康
保
険
税
第
５
期
、
介
護

保
険
料
第
６
期
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
第
６
期
】
12

月
28
日（
木
）

問　

八
峰
町
税
務
会
計
課

（
☎
76
―

４
６
０
４
）

　
　

八
峰
町
福
祉
保
健
課

（
☎
76
―

４
６
０
８
）

町
営
診
療
所
の
休
診
日
の
お

知
ら
せ

休
診
日　

12
月
28
日（
木
）〜
１

月
３
日（
水
）

問　

八
峰
町
営
診
療
所
（
☎
76

―

３
８
１
３
）塙
川
分
院（
☎

76
―

２
０
７
５
）

町
営
歯
科
診
療
所
の
休
診
日

の
お
知
ら
せ

休
診
日　

12
月
29
日（
金
）〜
１

月
４
日（
木
）

問　

八
峰
町
営
歯
科
診
療
所

（
☎
88
―

８
２
１
０
）

献
血
の
お
知
ら
せ

　

尊
い
命
を
救
う
た
め
、
皆
さ

ん
の
善
意
の
献
血
を
お
願
い
し

ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

に
は
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た

し
ま
す
。
予
約
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

日
時　

12
月
20
日（
水
）

場
所　

八
峰
町
役
場
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
海
光
苑
、
ハ

タ
ハ
タ
館

受
付
時
間　

役
場…

午
前
10
時

〜
11
時
45
分
、
海
光
苑…

午

後
１
時
30
分
〜
３
時
、
ハ
タ

ハ
タ
館…

午
後
４
時
〜
４
時

30
分

問　

八
峰
町
福
祉
保
健
課
健
康

推
進
係（
☎
76
―

４
６
０
８
）

平
成
29
年
度「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た

す
け
あ
い
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

世
界
で
多
発
す
る
紛
争
や
自

然
災
害
で
苦
し
ん
で
い
る
人
、

支
援
を
必
要
と
す
る
人
に
あ
た

た
か
い
手
を
差
し
の
べ
る
「
Ｎ

Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い
」
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
今
年
も
実
施
さ
れ

ま
す
。
寄
付
金
は
、
緊
急
救
援

事
業
や
開
発
協
力
事
業
の
充

実
・
発
展
に
役
立
て
ま
す
。

期
間　

12
月
１
日（
金
）〜

12
月
25
日（
月
）

受
付
窓
口　

郵
便
局
、
秋
田
銀

行
、
北
都
銀
行
、
農
協
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局
、
日
本
赤

十
字
社
秋
田
県
支
部
、
秋
田

赤
十
字
病
院
、
秋
田
県
赤
十

字
血
液
セ
ン
タ
ー
、
ア
ト
リ

オ
ン
献
血
ル
ー
ム
、
秋
田
赤

十
字
乳
児
院
、
日
本
赤
十
字

秋
田
看
護
大
学
、
日
本
赤
十

字
秋
田
短
期
大
学

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・
ヘ
ル
プ
カ
ー

ド
を
知
っ
て
い
ま
す
か

　

外
見
か
ら
は
援
助
や
配
慮
が

必
要
な
こ
と
が
分
か
ら
な
い
障

害
の
あ
る
方
な
ど
に
「
ヘ
ル
プ

マ
ー
ク
」
、
「
ヘ
ル
プ
カ
ー

ド
」
を
12
月
か
ら
配
布
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
マ
ー
ク
・
カ
ー
ド
は
、

配
慮
や
支
援
が
必
要
な
方
が
身

に
つ
け
て
い
ま
す
。
見
か
け
た

時
は
、
思
い
や
り
あ
る
行
動
を

お
願
い
し
ま
す
。

配
布
日　

12
月
１
日（
金
）〜

配
布
場
所
・
問
合
せ

　

八
峰
町
福
祉
保
健
課

（
☎
76
―

４
６
０
８
）

12
月
10
日
〜
12
月
16
日
は
北

朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週

間
で
す

　

平
成
18
年
６
月
に
「
拉
致
問

題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関

す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
12

月
10
日
〜
16
日
ま
で
が
「
北
朝

鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」

と
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
容
疑
事

案
は
、
こ
れ
ま
で
に
13
件
（
被

害
者
19
人
）
発
生
し
て
お
り
、

警
察
で
は
、
北
朝
鮮
工
作
員
等

拉
致
に
関
与
し
た
と
し
て
11
人

の
逮
捕
状
の
発
布
を
得
て
国
際

手
配
を
行
う
な
ど
の
所
要
の
処

置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

北
朝
鮮
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
へ
の
国
民
の
認
識
を
深
め
る

と
共
に
、
そ
の
実
態
を
解
明
す

る
た
め
、
日
本
人
拉
致
容
疑
事

案
に
つ
い
て
情
報
を
お
持
ち
の

方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

能
代
警
察
署

（
☎
52
―

４
３
１
１
）

就
職
未
内
定
の
学
生
、
生
徒

及
び
保
護
者
の
皆
さ
ま
へ

　

秋
田
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
、
県
内
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

は
、
学
生
、
生
徒
及
び
保
護
者

の
方
を
対
象
と
し
た
「
未
内
定

者
へ
の
集
中
支
援
」
を
実
施
し

ま
す
。

　

支
援
期
間
中
は
、
各
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
「
学
卒
集
中
支
援
コ

ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

支
援
期
間　

平
成
29
年
12
月
〜

平
成
30
年
３
月
末

支
援
内
容　

求
人
情
報
の
提
供
、

応
募
書
類
の
添
削
指
導
、
面

接
指
導
、
個
人
求
人
開
拓
等

問　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
能
代
（
☎

54
―

７
３
１
１
）

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本
政

策
金
融
公
庫
）の
ご
案
内

　

高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学
・

在
学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象

と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

お
子
さ
ま
１
人
に
つ
き
３
５
０

万
円
以
内
を
、
固
定
金
利
（
年

１
・
76
％
（
平
成
29
年
11
月
10

日
現
在
）
）
で
利
用
で
き
、
在

学
期
間
内
は
利
息
の
み
の
ご
返

済
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
「
国
の
教
育
ロ
ー

ン
」
で
検
索
し
て
い
た
だ
く
か
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
５
７
０
―

０
０

８
６
５
６
ま
た
は
☎
03
―

５

３
２
１
―

８
６
５
６
）

日　時 会　場 共催

横手
会場 横手市

秋田市

大館市

秋田
会場

大館
会場

平成30年1月16日（火）
午後1:30～午後4：30

平成30年1月20日（土）
午後2：00～午後5：00

平成30年1月24日（水）
午後1：30～午後4：30

横手市交流センター
わいわいプラザ
研修室３

秋田市中央市民サー
ビスセンター
洋室４

大館市立中央公民館
第1・２研修室
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（敬称略）

お
く
や
み

こ
ん
に
ち
は
　
赤
ち
ゃ
ん

善
意
を
あ
り
が
と
う

（
敬
称
略
）

届出書類

持参するもの
提出期限 届出人印鑑 そ　の　他

はぴ
はぽ

　

鈴
木
了
で
す
。
私
の
二
つ
の
挑
戦

の
話
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

一
つ
目
は
、
空
き
事
務
所
を
改
築

し
、
来
年
５
月
頃
、
一
日
一
組
限
定

の
宿
を
つ
く
る
と
い
う
挑
戦
で
す
。

　

設
計
・
施
工
は
木
工
職
人
さ
ん
と

私
の
コ
ン
ビ
で
行
い
、
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
を
山
本
合
名
会
社
の
山
本
友
文
社

長
に
お
願
い
し
、
八
峰
町
を
満
喫
で

き
る
宿
に
す
る
た
め
、
話
し
合
い
を

し
て
い
ま
す
。
海
が
見
え
る
宿
は
、

半
露
天
の
薪
風
呂
、
薪
ス
ト
ー
ブ
、

デ
ッ
キ
で
の
焚
き
火
が
で
き
、
観
光

的
に
冬
が
閑
散
期
と
な
る
八
峰
町

で
、
雪
が
降
る
ほ
ど
、
寒
く
な
る
ほ

ど
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
宿
に
泊
ま
っ
た
人
だ
け

が
飲
め
る
日
本
酒
を
作
り
ま
す
。
甘

口
・
辛
口
そ
れ
ぞ
れ
２
０
０
本
準
備

し
、
全
国
の
山
本
フ
ァ
ン
と
日
本
酒

ブ
ー
ム
が
広
ま
る
都
会
の
人
に
、
来

て
も
ら
お
う
と
い
う
狙
い
で
す
。
滞

在
中
は
、
農
業
・
酒
造
り
・
木
工
体

験
な
ど
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
、
八
峰

町
の
魅
力
で
あ
る
海
と
山
で
遊
び
つ

く
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
３
０
０
万
円
程
の
費

用
の
う
ち
２
０
０
万
円
を
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
以
下
Ｃ
Ｆ
）
で

集
め
る
こ
と
で
す
。
Ｃ
Ｆ
と
は
、
ア

イ
デ
ア
を
も
つ
起
案
者
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
し
、
資
金
提
供
を
広
く

呼
び
か
け
、
共
感
し
た
支
援
者
か
ら

資
金
を
集
め
る
資
金
調
達
方
法
で

す
。

　

支
援
し
て
も
ら
う
た
め
起
案
者

は
、
魅
力
的
な
お
返
し
を
準
備
し
ま

す
。
今
回
の
お
返
し
は
、
限
定
酒
の

先
行
予
約
や
宿
泊
券
と
い
う
、
い
わ

ゆ
る
「
モ
ノ
」
と
宿
を
一
緒
に
作
っ

た
り
、
宿
に
名
前
を
刻
ん
だ
り
と
い

う
「
コ
ト
（
過
程
や
体
験
）
」
で

す
。
「
モ
ノ
」
よ
り
も
、
支
援
し
た

挑
戦
が
成
功
し
、
仲
間
や
面
白
い
場

所
が
出
来
上
が
っ
て
い
く
「
コ
ト
」

に
魅
力
を
感
じ
る
人
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

12
月
１
日
か
ら
Ｃ
Ｆ
上
で
資
金
集

め
を
始
め
ま
し
た
。
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
け
ま
し
た
ら
、
左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ

か
ら
詳
細
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

（h
ttp
s
://c

a
m
p
-fi
re
.jp
/

 p
ro
je
c
ts
/v
ie
w
/5
1
8
5
5
)

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
部
屋

移住・空き家事業を通し、培った
力で、八峰町のファンづくりに挑
戦します！

第22回

小　

川　

琉　

奈　
　
（
三
ツ
森
）

【
雅
也
・
涼
子　

長
女
】

　

加
　
藤
　
真
　
義　
（
沼　

田
）

　

山　

内　

美　

佳　
（
立　

石
）

阿　

部　

盛　

藏
（
84
）
水　

沢

小　

野　

キ　

ミ
（
89
）
蝦
夷
倉

渡　

邊　

順　

一
（
85
）
石　

川

下　

坂　

フ　

ミ
（
96
）
岩
館
２

鈴　

木　

ミ
ヤ
ノ
（
99
）
岩　

子

芹　

田　
　

純　

（
62
）
岩　

子

白　

鳥　

但　

助
（
89
）
横　

内

後　

藤　

一　

夫
（
90
）
内　

坂

八
峰
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

﹇
香
典
返
し
に
か
え
て
﹈

畠　

山　

一　

夫　

（
仲　

村
）

亡　

母　

コ　

ノ

小　

野　

義　

光　

（
八
森
１
）

亡　

母　

キ　

ミ

阿　

部　
　

勇　
　

（
水　

沢
）

亡　

父　

盛　

藏

藤　

田　

広　

一　

（
茂　

浦
）

亡　

父　

　

治

下　

坂　

正　

則　

（
岩
館
２
）

亡　

母　

フ　

ミ

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

八
峰
町
へ

﹇
ふ
る
さ
と
八
峰
応
援
基
金

　
　
　
　
　
　
寄
附
金
と
し
て
﹈

福　

司　

憲　

道　

（
宮
城
県
）

兵　

藤　

維　

男　

（
大
阪
府
）

遠　

藤　
　

彰　
　

（
東
京
都
）

11月

（
11
月
30
日
現
在
）

人
の
動
き

■
人
口
　
７
，
３
８
５
人（
１
人
増
）

　

●
男　

３
，
４
６
７
人（
５
人
減
）

　

●
女　

３
，
９
１
８
人（
６
人
増
）

■
異
動
内
訳

　

●
出
生　
　
　
　
　
　
　

２
人

　

●
死
亡　
　
　
　
　
　
　

10
人

　

●
転
入　
　
　
　
　
　
　

13
人

　

●
転
出　
　
　
　
　
　
　

４
人

■
世
帯
数

　
　
　
３
，１
１
４
世
帯（
３
世
帯
増
）

（
　
）
の
数
字
は
前
月
と
の
比
較
。

　

こ
の
数
字
は
住
民
基
本
台
帳
に

基
づ
い
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
外
国
人
を
含
む
）

な

る

　八峰町役場の年末年始の休日は、12月29日（金）から１月３日（水）までとなって
います。この期間中、戸籍・住民票・印鑑証明書等の発行はできませんので、ご
注意ください。
　なお、下記の業務については受付しています。

●婚姻届
婚姻届の受付は宿直で行いますので、休日でも届
出できます。なお、年末年始に届出を予定されて
いる方は、あらかじめ用紙を受け取り、休日前に
戸籍担当係へご相談ください。

●死亡届・斎場使用許可申請
死亡届は、事前に連絡のうえ、役場の宿直までお
越しください。斎場は１月１日（月）のみ休みとな
ります。

●届出の期限と必要な書類

●出生届
出生届は届出期限が２週間以内です。なるべく１
月４日（木）以降に届出してください。

●その他の届出
年末年始の休日前に役場へご連絡のうえ、ご確認
ください。

●休日の連絡先
　八峰町役場　☎76－2111
●窓口情報に関するお問合せ
　町民サービス係　☎76－4614

■ファガス及び峰栄館：12月29日（金）～1月3日（水）まで休館とさせていただきます。
■町 営 診 療 所：12月28日（木）～1月3日（水）まで休診とさせていただきます。
■町 営 歯 科 診 療 所：12月29日（金）～1月4日（木）まで休診とさせていただきます。

 婚　姻　届 － ○ 戸籍謄本（八峰町に本籍がない方）
 死　亡　届 ７日以内 ○ 
 出　生　届 １４日以内 ○

年末年始の
窓口情報

【お知らせ】
　平成28年１月より、はじまりました「シ
リーズクローズアップ」「八峰町のなかまた
ち」（ｐ13）は、24回目を迎える今回で連
載を終了します。まだ紹介されていない企
業、団体・サークル等で、掲載希望がありま
したらご連絡ください。不定期ですが、紹介
させていただきます。

さきがけ峰浜さきがけ峰浜 富山新聞店富山新聞店
ご連絡は…☎76－3894・FAX76－3897

県内で一番読まれている新聞です
一週間お試し（無料）をどうぞ。

今月の　　情報

おつゆもち・
あんこもちの
大盤振舞です

大根
12/17 日

19周年もちつき祭

スタッドレスタイヤ予約受付中‼スタッドレスタイヤ予約受付中‼スタッドレスタイヤ予約受付中‼
各サイズを取り扱っておりますので詳しくはスタッフまで
　　　　・八峰町のプレミアム付商品券でもお支払いいただけます。
　　　　・Tポイントも貯まります。
新しいタイヤをお考えならお得に購入できる当店をぜひご利用ください

八峰町峰浜高野々　TEL76－2019

お得
ポイント
お得
ポイント
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ホール葬家 族 葬
あたたかく見送るお葬式

ご相談お問い合わせは…

〒018－2676
秋田県山本郡八峰町八森字磯村120－2（あきた白神温泉ホテル敷地内）

TEL.0185－88－8833㈹　ホテル 0185－77－2233

限定数量
500個

 和洋中特製
おせち三段重

〈２～３人前〉

お引き取りは5０0円引となります。
お早めにご予約ください。
限定数量になり次第締め切らせていただきます。
◎お申込締切日／12月25日（月）
◎お引き取り日 配達日12月30日（土）・31日（日）
◎お引き取り／お引き取り専用カウンター
◎配達地域／秋田県内全域
◎お支払いは現金に限らせて頂きます。
◎器と内容が変わる場合がございます。

送料・税込

県外の場合は
お問い合わせ
ください。

11,000円

中
の
重 洋

の
重

和
の
重

で 温活
　はじめませんか？

〈体を温める生薬配合〉

●肩こり

●風邪の寒気

●頭痛 ●冷え症

●ストレス ●不眠症

薬用人参

牛　　黄

12月の“風呂の日”は、
25日（月）です。

感謝を込めて！風呂の日追加
“ほっと”八峰の日１月8日（月）

お一人様250円！
12月26日（火）

ご予約
承り中！


